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デジタル技術で未来の
スマート稲作農業を実現しよう

Digital technology
Let's realize the agriculture of the future.

国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構
農村工学研究部門  農地基盤情報研究領域  空間情報グループ長補佐 松島 健一 



1. ミッション
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「未来の食を守る」
mission



2000年

2023年

2043年（推定）

約240万人

約116万人

約30万人
1/8

1/2
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2. 農業従事者数のトレンド

日本の
農業従事者数は
激減する

大規模農家 小規模農家



大規模農家（売上3000万円以上の全体の3.8%）が総農業GDP中60％を支える
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2. 経済規模のトレンド

総農業GDP
2020年ベース

4.9兆円

60％ 2015年46％
2020年

2043年
90％
以上

顧客
ターゲット

参考：2015年、2020年世界農林業センサスおよび推定値（松島）



• ロボット農機の導入による
経営分析

• 地域が協力すべき内容を提示

経営

評価

エリア

創出

整備

計画

マップ

提供

農機

導入
施工

生産方式の転換過程

第一ロケット

• ロボット用エリアの道路計画

• 自動走行マップの提供

第三ロケット

ロボットに適した
農地整備

デジタルマップ

運用計画
ロボット運用エリア

3. 新たな生産方式への転換
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ロボット農機向けの農地整備
2034年

未来2024年
現在
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超効率３次元CAD

農業DXソリューション農地整備DXソリューション

各種サービスが
データ連携

自動運転用デジタルマップ

ロボット運用計画支援

スマート農業
（自動運転）

農地整備
（3次元設計とシミュレーション）

４. 将来予測とソリューション
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①ロボット農機の運用計画シミュレーション
（地域でのロボット農機の効率的な活用・経営評価）
②農地整備と自動走行用デジタルマップ配信サービス

（ロボット農機に適した農地整備とデジタルマップの配信）
※左記施策は継続する。

①農地の３次元モデリング
(計画、設計、施工のDX化)

②走行シミュレーションによる農地設計
(ロボット農機に安全で効率的な農地の設計)
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農地整備DXフェーズ 農業DXフェーズ

土台作り
運用テスト

ロボット農業土木業界の
効率化を行う

ロボット農業で
食を守る

４. 将来予測とソリューション



現在、社員1人あたり耕作面積20haを、2倍の40haに！
◆10年後における大規模農家（茨城県）の目標
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10年後の将来マップ（2033年未来）

▲標高差20㎝以内の圃場を
合筆（着色部）

▲年齢マップ

図1
属性情報入り

現況図

現況のマップ（2023年現在）

▲所有農地
拡大図

▲所有農地

▲標高差20㎝以内の圃場を
合筆（着色部）

拡大図●経営面積
300ha

●社員数
7名、パート1名

●ロボットトラクター
2台

●経営面積 171ha
●社員数 7名、パート1名
●トラクター 2台

■有人エリア
■ロボットエリア

■有人エリア■30代 ■40代 ■50代
■60代 ■70代以降

５. ロボット農機運用計画支援（農業DX）
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５. ロボット農機運用計画支援（農業DX）

解説動画
約18秒▶
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５. ロボット農機運用計画支援（農業DX）

解説動画
約45秒▶

オープンデータ等から作成した簡易３次元マップを読み込む ロボットエリアと有人エリアをマウス操作により設定する

作業計画に従い、格納庫からほ場まで経路探索し、ロボット農機
が作業する。

10年後の規模拡大した経営体の農場マップを示す。

作業進捗図

右有人 ・ 左無人
（待ち）

有人と無人の時間を過ぎた時刻を変
える

作業開始から1.5日後の有人機とロボット農機の作業進捗状況を示
す。

有人１日半後 無人１日半後

無人40hr(完)

有人129hr(完)

無人12hr

有人12hr 有人40hr

無人129hr

作業開始から経過時間毎の有人/無人の作業進捗状況を示す。

広域農地の仮想空間でのロボット農機の運用シミュレーション
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６. 超効率３次元CADソフトウェア（農地整備DX）

解説動画
約13秒▶

従来の作図時間1/10以下で簡単に３次元モデリング



設
計
図
面

設計図面

設計図面

数
量
計
算

数量計算

数量計算

工
事
図
面

工事図面

工事図面

0 50 100 150 200 250

3次元

3次元

2次元

（日）

本製品

従来製品

ダイレクトモデリング（スキルが必要）

パラメトリックモデリング（超効率）
作図工数 →  1/10以下
数量計算 → 1/10以下
図面変更 → 1/30～1/300
工数150人・日 → 30人・日

検証済

検証予定

2027年度完了

検証済
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従来製品

６. 超効率３次元CADソフトウェア（農地整備DX）

国・県・民間企業において
80ライセンス稼働済

実績
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６. 超効率３次元CADソフトウェア（農地整備DX）

解説動画
約1分55秒▶

３次元測量→3次元モデル→情報化施工
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６. 超効率３次元CADソフトウェア（農地整備DX）

解説動画
約1分00秒▶

ロボット農機に適したほ場進入路の設計
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７. 自動走行用デジタルマップ（農業DX）

解説動画
約15秒▶

高精度３次元点群データに基づく自動走行用デジタルマップの生成
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７. 自動走行用デジタルマップ（農業DX）

解説動画
約1分35秒▶

自動走行用デジタルマップを用いた遠隔監視型ロボット農機の無人走行試験
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７. 自動走行用デジタルマップ（農業DX）

解説動画
約3分20秒▶

福島ロボットテストフィールド周辺のロボット農機のほ場間移動シミュレーション



排水路
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三陽くさかりずめん
排水路

ブームモアによる除草シミュレーション

解説動画
約0分12秒▶
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消費者

経営者

本日は、ありがとうございました。


